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有意に高値となったが， TAT， PIC， FDPに有意な変動は見られなかった。さらに，寛解例のAMLにおいても
Fl+ 2には同様の変動が見られたが， TAT， PIC， FDPは有意に変動しないことが分かつた。 TATは，従来よ
り生体内で凝固克進状態を直接的に検出する指標とされてきたが，アンチトロンビン匝の活性に影響され
るのみならず，血中半減期が比較的長く，また大半が肝臓で処理されるために肝不全を合併している場合
に高値を示すなど，凝岡Ai進状態の指標としての信頼性には疑問点、もある。それに比しFl+2はプロトロ
ンビンからトロンビンが産生される際に脱出されるペプチドであるため，他の凝幽カスケードの諸因子の
影響を受けず，また.血中半減期も短いことから，より直接的かっ鋭敏な凝固系活性化の指標となりうる
という点を本論文は初めて臨床的に明示したもので、ある。
以上のことから本論文は臨床検査学的意義が極めて大であり，血液内科診療に寄与するところが少な
くない。よって著者は博士(医学)の学位を授与されるに柄ーするものと判定された。
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